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西脇市Facebookでも情報発信中！
紙面に載せきれないまちの話題がど
んどん届きます。

まちの話題まちの話題

プレゼントに思い込め
　９月16日の「敬老の日」を前に、
子どもたちがこどもプラザで、祖
父母へのプレゼント作りに挑戦。
播州織の生地で花を作り、「あり
がとう」「元気でいてね」などの
メッセージを添えて完成させまし
た。〔９月15日／みらいえほか〕

高齢ドライバーが運転技術再確認
　全国的な高齢者による交通事故の増加を受けて、
市は高齢者による事故を減らそうと、西脇警察署
と西脇多可交通安全協会とともに「シルバードラ
イバーズスクール」を開講。70歳以上の12人が署
員から交通安全に関する講話を聞いた後、教習場
内を運転し、運転技術や車幅感覚を確認しました。
〔９月19日／西脇自動車教習所（板波町）〕

消防団員が幹部と意見交換
　消防団活動の活性化を目的に、市消防団が意見
交換会を初めて開催。幹部団員や部長、団員ら約
30人が、消防団活動を通じて感じている現状や課
題などについて意見を交わしました。団員は消防
団員の確保や活動に対する家庭内の理解といった
課題を挙げ、幹部団員と方策を考えました。〔９
月13日／コミュニティ消防センター（寺内）〕

家族連れが夏祭り楽しむ
―市内外から１万４千人

　第３回日本のへそ西脇夏まつりに、
家族連れや浴衣姿の若者ら市内外か
ら約１万４千人が来場。屋台や花火
を楽しみました。
　オープニングでは、双葉小学校や
比延小学校の児童が踊りや鼓笛を披
露。西脇東中学校吹奏楽部が美しい
音色を響かせたほか、「加杉野おど
り」や「へそのミュージックフェス
タ」などのステージイベントで、出
演者が会場を盛り上げました。
　友好都市である「北海道のへそ」
富良野市から関澤博行総務部長と、
石川賀子富良野看護専門学校長が、
祭りに合わせて来西。片山象三市長
らとともに「採火式」に参加し、友
好の火をともしました。
　フィナーレでは、２年ぶりとなる
約２千発の花火が夏の夜空を彩り、
見物客を魅了しました。〔８月24日
／日本へそ公園〕

いつまでもお元気で
　９月の「敬老月間」に合わせ、
片山象三市長らが市内最高齢の藤
原まさのさんを訪ね、長寿を祝福。
107歳になる藤原さんは「好き嫌
いをせず、何でも食べることが長
寿の秘訣」と話しました。〔９月
３日／向陽苑（黒田庄町黒田）〕

屋台や盆踊り楽しむ
　津万地区自治協議会主催で「秋
こいフェスティバル」を開催。北
はりまエコミュージアムの芝生広
場にゲームや飲食のブースが登場。
催しは音楽のステージを皮切りに
始まり、家族連れが屋台や盆踊り
を楽しみました。〔９月７日〕

練習の成果発表―子ども芸術祭
　子どもたちが「子ども芸術祭」で練習の成果を
発表。市民交流施設であった「子どもステージ」
では、８団体がダンスや演奏を披露し、鑑賞した
保護者から大きな拍手が送られました。
　また、市内外から千点余りの作品が寄せられた
「子ども美術展」で入選・入賞に選ばれた絵画と
書の計378点を総合市民センターなどで展示しま
した。来年７月末まで市のホームページでも見る
ことができます。〔８月24日～25日〕

健幸都市を目指して―ヤクルトと協定
　健康寿命の延伸と健やかな市民生活を実現し、
持続可能な地域社会を築くことを目的に、兵庫ヤ
クルト販売株式会社（神戸市）と包括連携協定を
締結。高齢者の訪問や見守り活動、健康関連セミ
ナーの開催など６項目で連携事業に取り組みます。
　阿部恭大代表取締役社長は「対面の強みを生か
し、食品だけではない付加価値を届けることが使
命の一つ。皆さんが健康で幸せに暮らせるよう連
携したい」と話しました。〔８月23日／市役所〕
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